






















平成1 3年1 0月1 3日

神戸大学経済経営研究所長 片山誠一 殿

同 外部評価委員会委員長 山地秀俊 殿

神戸大学経済経営研究所全体外部評価委員会会議議長

山口大学副学長・経済学部教授 吉村 弘

神戸大学経済経営研究所全体外部評価委員会会議

評価結果について

このことについて、 標記委員会会議を平成1 3年1 0月1 2日・1 3日両日にわたっ

て開催し、 その結果を得たので回答いたします。

1)研究所の日本の学会における全体イメ ー ジ・評価

組織として、 長い歴史的な蓄積をもち、 とくに「国際」分野について、 文字通

りナショナルセンタ ー 的な研究所として、 大変充実している。 ただし、 外部への

アピ ー ルになお一 層努めるべきである。

2)経済系・経営系として研究者を括ったときの、 日本の学会における各研究系の評価

経済系：第1級の研究としては、 貿易理論など数名に過ぎないという意見もあり、 国

立大学の研究所として特権的地位にあることを認識して、 更なる研究努力を要望

する。

経営系：第1級の研究としては、 会計学など数名に過ぎないという意見もあり、 国立

大学の研究所として特権的地位にあることを認識して、 更なる研究努力を要望す

る。

3)各個別研究部門の評価

国際経済：貿易理論分野は突出しているので、 その他の分野でも補強が望まれる。

国際経済経営環境：個人としての研究は第1級のものがみられるが、 部門としての研

究目的の明確化が求められる。

国際比較経済：選別したエリアについては、 長期的展望をもち、 若手研究者の養成に

っとめるべきである。

国際経営：個々の研究者の国内での研究評価は高いが、 しかし、 国際的なアピ ー ルが
さらに求められる。 なお、 若い世代の充実が望まれる。

経営情報システム：会計分野など、 独創性のある研究者もみられるが、 自分の研究を
一段とアピ ー ルする努力が望まれる。 個々の研究者の中には部門とのミスマッチ

もみられ、 スタッフの増員が望まれる。

17 



4)部門構成に対する日本の学問状況からの評価

平成1 3年度の部門構成については、 次年度から変更見込みとのことであるので、

評価をしなかった。 平成1 4年度概算要求にみられる部門構成は評価できる。 この方

向での充実を期待する。

5)経済・経営の教官が併存して研究していることへの評価・批判

政策提言プロジェクトなどを通じて、 経済分野と経営分野の併存のメリットを更に

生かしてシナジー効果をあげて欲しい。

6)その他研究組織に対する提言

研究活動について

＊ 政策提言的プロジェクトを志向し、 理論と実証のシナジ ー効果を活かして欲し

い。 そのため政策研究の基礎となる企業情報の更なる拡充と集積、 全国大学研究

機関等で利用困難なデー タ、 例えば政府統計などを代表機関として利用できるよ

うな方途も考え、 共同利用機関的役割も考えるべきである。

＊ 国際的な学会・セミナ ー ・シンポジウムなどの積極的開催は高く評価できるの

で今後も継続していただきたい。

＊ 法人化を控えて、 存続の意義が問われていることを認識して、 外部へのアピ ー

ル ・ 説明責任など、 一 層の努力を望む。 その一 環としてレフェリ ー 制ジャ ー ナル

の発行も考えられる。

研究組織と運営について

＊ 人的交流をスム ー ズにすることが望まれる。 例えば、 大学内の他機関との間で、

人事を含めて組織的実質的交流及び再編もその一方法であろう。 研究効率を上げ

る方途として、 例えば50歳を過ぎた教官については、研究の企画／コ ー デイネ ー ト及

び行政担当などの例外を除いて、 教育部局へ移る道も考えるべきであるという意

見があった。 また本学出身者の比率を下げ、 また女性を採用する方向で、 数値目

標を定めて努力していただきたい。

＊ すでにある内外研究所間協力をさらに発展されたい。

＊ 当研究所に対して評価・提言を行うために、 研究者以外の外部の人も含た組織

をつくるべきである。

＊ 外部資金の獲得になお 一層の努力を望む。
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